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調 査

産 業 に お け る情 報 化 の 進 展 と

そ の 問 題 点 の 調 査

■

'

急速 に進展 しつつあるわが国の経済社会 が指 向する ところは,情 報 化社会 であるとい われ てお り

ます。 そして このよ うな情報化社会 の形成 が,い か なる背景の もとに進展 してい くもの であるか,

また,政 府 や企業 は,こ の動 向に対 し如何 に対処 しなければ ならないか,等 が重要 な課題 とな って

お ります。

本調査 は,こ のよ うな問題 を解明 するために,各 界有識者の ご協力の もとに 「産業の情報化調査

委員会」 を設 け,調 査対象 として!0業 種(石 油産業,自 動車工業,銀 行,化 学工業,広 告業,繊 維

産業,鉄 鋼業,証 券業,消 費財産業,流 通業)を 選定 し,そ れ ぞれの産業 自体の変貌,企 業内情報

処理の動向,NIS形 成の必然性 とその展望,情 報の系列 または グル ープ化形成の動向,業 界団体

の役割の変化,生 産 のオー トメー ション化の動向,情 報化に ともな う人材確 保 と教育等の問題につ

い て調査 した ものです。 この調査で指摘 された要点は,次 の とお りであ る。

情報化の背景

情報化の背景 としては,1.市 場条件の変化,2.生 産条

件の変化,3.企 業組織,生 産組織の変化があげられてい

る。

第1点 の市場条件の変化についてみると,国 民の生活

水準の向上,消 費水準の向上により,消 費財に対する需

要が多様化 してきた。例えば繊維産業を例にとってみる

と,単 にデザイン,柄 な どの面にとどまらず,糸,綿,

素材などを含む商品総体の問題までおよぼ うと し て お

り,こ のような需要の多様化は,自 動車などの耐久消費

財についても同 じことがいえる。更に産業活動の高度化

の結果 として,生 産財の分野でも需要の多様化が進 もう

としている。例えば鉄鋼業についてみると,鋼材の成分,

材質,特 性,寸 法,形 状をはじめ,製 造後の経時や納期

について も,需 要家の注文は多様化してきている。 この

ような多様な需要動向を事業活動に結びつけ る た め に

は,多 様な需要動向を的確に把握 し,そ れぞれの動向に

マッチした商品を企画,創 造 し,市 場に売 り込むとい う

生産側からの積極的な働 きかけも必要に なって きて い

る。

また企業間競争 も激化してきている。あいつ ぐ技術革

新の進展に加え,貿 易の自由化,国 際化の時代をむかえ

て,今 後はますます情報,知 識,ア イディアなどに基づ

く革新的な競争が激化 しようとしている。また競争の激

化するにつれ,こ れのら市場条件の変化の速度 も急速化

してきているといえよ う。

上記のような市場環境の変化に対応して,企 業経営は

「生産指向型」から 「市場指向型」の色彩を強めてきて

いる。

生産条件の変化についてみると,従 来スケール ・メリ

ットによる規模の利益を求めた大量生産方式から市場条

件の変化に対応 して受注生産方式 もとり入れることも必

要となってきてお り,受 注生産方式と大量生産方式の両

立の要請が強 くなってきている。例えば自動車工業や鉄
`

鋼等についてこの傾向は強まってきているといえる。

また需要の多様化,変 化の急速化,企 業規模の大型化

等 によって投資の意思決定 も複雑化してきている。 これ

に応じるためには,経 済全体に関するマクロ情報の他,

企業環境,技 術進歩,市 場の需要動向,マ ーケットの大

きさなどの ミクロ情報を常時収集 し,評 価 と情報処理を

行ない,意 思決定に反映させることが必要になってきて
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いる。この他労働力の不足の進行 も大 きな問題 となって

きており,労 働力の効率的活用,最 適人材配置のために

も情報化が必要 となってきている。

企業内の情報化

以 上 み た よ うに市 場 条 件 の 変 化,生 産 条 件 の変 化,組

織 の変 化 な どを背 景 に わ が 国の 企 業 の情 報化 は 急 速 な テ

ン ポで 進 行 し よ うと して い る。 企 業 内の 情 報 処 理 は,販

売 活 動,生 産 活 動 な どの 業 務 作業 の た めの オ ペ レ ー シ ョ

ナル ・シ ス テ ム と経 営 計 画,意 思 決 定 に必 要 な情 報形 成

の た めの プ ラ ンニ ング ・シ ス テ ム の2つ の シ ス テ ム に よ

って構 成 され る。

鉄 鋼 業,化 学 工 業,自 動 車 工 業,繊 維 工 業,銀 行 業 な

どは オ ペ レー シ ョナ ル ・シ ス テ ムの 形 成 が先 行 し て い る

タイ プ とい え る。 例 え ば鉄 鋼 業 で は,引 合 見 積 シ ス テ ム,

受 注 シ ス テ ム,工 場 選 択 シ ス テ ム,在 庫 管 理 シ ス テ ム,

販 売 合 計 シ ス テ ムな どが その 例 だ とい え る。

プ ランニ ング ・シ ス テ ム先 行 の 産 業 は 数 少 な い が 石 油

業 は その例 だ とい え る。 石 油 業 は,企 業 の 持 つ 多 数 の制

約 条件 の も とで,原 油 割 当,装 置 の選 択,操 作 条 件 の決

定,特 に連 産 され る各 種 製 品量 の 決 定,配 給 ネ ッ トワー

クか らみ た各 精 油 所 ご との 生 産 量 の 決 定 な ど を常 時 必 要

と し,ま た この た め に経 営 科 学 上 の 数 学 モ デル に よ最 る

適 化 が 容 易 な 実態 を もって い る。

今 後 の 方 向 と して は,企 業 内 の サ ブ シ ス テ ムの 有 機 的

な 総 合 シ ス テ ムで あ るMISの 形 成 が,鉄 鋼 業,自 動 車 工

業 。証 券 業 な どい くつ か の産 業 で本 格 化 し て こ よ う,勿 論

こ とば の完 全 な意 味 でのMISの 形 成 に つ い て は 疑 問 が

な げ られ て い る例 もあ る。 例 え ば石 油 業 で は,各 サ ブシ

ス テム の流 動 性 か ら,そ の斉 合 性 あ る積 上 げは 困 難 で,

MISの 完成 よ りはNIS化 の方 向 が 示 唆 され て い る。

以 上 の よ うな情 報化 の進 展 に加 えて,オ ー トメ ー シ ョ

ン と呼 ばれ る生 産面 で の 情 報化,自 動 化 が 多 くの 産 業 で

進 展 し てい る。

例 え ば鉄 鋼 業 では,人 間 労 働 の 機 械 化 とい う第 一段 階,

生 産 の連 続 化 とい う第2段 階,を 経 て,オ ー トメー シ ョ

ン化 は 自動 制 御 とい う第 三段 階 に入 り,温 度,流 量,混

合 率,寸 法 等 の 目標 価 の 自動 的 な 調整 が各 種 の工 程 で実

用 化 され て い る。今 後 は,プ ログ ラ ム ・コ ン トロール か

ら シー ケ ン ス ・コ ン トロ ール へ と進 み,更 に将 来 に はハ

ィ ラー キ ー シス テ ムが 開 発 され,製 鉄 所 の無 人 化 が 進 め

られ る もの と予 想 され る。
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NISの 形成

NISは 「個別の企業や官庁の情報処理システムの枠

をこえて他のシステムとの有機的関連において発展を図

ることが必要な情報システム」であ り,オ ペレーシ。な

るに関連 したNISと プランニング ・システムに関連し

たNISの 両者が考えられる。

オペレーシ ョナルはNISは,企 業の情報化の進展に

伴って,既 に着々とネットワークの形成が進められてい

る。

生産関係についてみると,原 材料,部 品などの定常的

取引関係のある企業群を中心に,い ちはやくその形成が

進められようとしている。例えば自動車工業の例につい

てみると,親 企業と多数の外注部品メーカーとの間に,

発注,受 注に関する進捗管理ネッ トワーク,親 企業の生

産計画と部品メーカーの生産計画結合のネッ トワーク,

在庫管理と緊急受注,出 荷のためのネッ トワークなどが

形成され,ま た計画 されている。

流通関係についてみると,総 合商社では,新 しい物流

システム形成の見地から,メ ーカー,倉 庫業者,輸 出業

者 との問のNIS形 成が計画 されている。石油業などで

も,当 面は精製段階から末端販売段階を結ぶNIS,共

販売会社までを結ぶNISが 予想 されるが,将 来は同業

精製会社間の製品交換のNISの 形成,車 には石油輸送

のパイプライン化に伴 うパイプラインを中核 とした業界

ぐるみのNISの 形成が予想 される。

プランニングのNISは,一 般にオペレーショナル ・

システムのNISに 比較 して立ち遅れている。プランニ

ング ・システムのための外部情報の必要性は多 くの産業

で指摘されている。問題は,こ れらのニーズに応じた情

報提供体制の不備で,こ れがプランニングのNISの 未

形成の原因となっている。今後はこのよ うな動向のなか

で専業の情報産業と需要企業 とのNISの 形成が徐々に

ではあるが,進 んで行 くものとみられている。情報産業

は大 きくわけて需要家のための需要家のデータ処理を行

な う 「情報処理サービス業」と需要家に対 して情報提供

を行なう 「情報提供サービス業」に分類 される。情報産

業 と需要企業 とのNISは,こ の両者についてともに形

成 されるもの と予想される。まず情報処理サービス業 と

のNISに つ い て は,例 え ば,石 油 業 で は,自 社 内の コ

ン ピ ュ ー タは 社 内 の一 般 的 情 報処 理 需 要 に応 じた シ ス テ

ム を設 置 し,プ ラ ンニ ング 関 係 の大 量 計 算 に必 要 な超 高

速 コ ン ピ ュ ー タへ の 需 要 は,こ の よ うな シス テ ム を備 え

た情 報 処 理 サ ー ビ ス業 とオ ン ライ ンNISに よ って充 足

す る こ とが 望 まれ て い る。 ま た情 報 提供 サ ー ビス業 に つ

い て は,現 在 い くつ か の 銀 行,証 券 会社 に よ って行 な わ

れ て い るよ うに,当 初 は磁 気 テ ーープ に よ る デ ー タベ ース

の販 売 とい う形 態 を とろ うが,次 第 に加 工 きれ,パ ッケ

ージ化 され た情 報 の取 引 とい う方 向 に進 む もの と予想 き

れ る。

以 上 み て きた よ うに各 産 業 を通 じて,さ ま ざ まなNI

Sの 形 成 のへ の動 きが進 め られ よ う とし てい る。 産 業 界

のNIS形 成 へ の 緊急 性 の 認 識 は強 い反 面,NIS形 成

促 進 に は 解決 を要 す る多 くの 課題 が あ る。 政 府 統 計 の 整

備 と コ ー ドの標 準 化,通 信 回線 の 自 由化 な ど早 急 に望 ま

れ て い る。

情報系列の形成

情 報化 の進 展 に伴 い,こ れ に対 応 す るた めの 同 業 企 業

の グ ル ー プ化,異 種企 業 との系 列 化 な ど,情 報 系 列 とで

もい うべ き企 業 の結 合 が進 め られ よ う と して い る。 こ う

した情 報 系列 は,「 カ ネ」・「モ ノ」 を基 軸 とす る既 存 の

系 列 を あ らた に情 報 の流 れ に よ って強 化 し よ うとす る も

の が 中心 で あ るが,一 部 に は情 報 を軸 と し た新 しい 系 列

の形 成 もみ られ る よ うにな って い る。化 粧 品 業 で い わ れ

て い るよ うに,取 引 先 メ ー カ ーの 魅 力 の 中 心 が 従 来 の

「マ ー ジ ン率 」 か ら販 売 情 報 の 供 給 に移 行 して お り,よ

り良 い情 報 を くれ る メー カ ーの 販 売 店 に な ろ うとす る動

き,「 情 報 の 切 れ 日が縁 の 切れ 目」 とさ えい え る動 きが

生 じは じ めて い る。

情報化による産業の変貌

企業内外における情報化の進展は,産 業としての活動

や機能にさまざまな変化をもたらすことになる。まず活

動態様の変化についてみると,自 動車工業を例にとると

従来のプッシュ販売か らプル販売への移行,鉄 鋼業では

鋼材加工のウエイ トの増大につれ,鋼 材使用産業への進

出,シ ステム産業への参加が進 もうとしている。 その他
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にもレジャー産業,住 宅産業,海 洋産業 とい うように,

他産業分野 との機能的結びつ きによる多様な活動を各産

業が展開しよ うとしている。このような活動態様の変化

から更に進んでい くつかの産業では,産 業機能自体の変

化が もたられようとしている。銀行業では産業活動の投

資機関とい う機能から,取 引先の資金管理機構へ と活動

の間口を拡げ,将 来は資金 と信用 との職業的管理機構 と

して,情 報化の中枢を担 う情報企業への機能の変質をと

けるものと予想されている。

業界団体に期待 される役割には,デ ータバンクとして

の機能と共同情報処理センタ・・としての機能の2つ があ

る。その他にも標準化の推進,ソ フ トウエアの共同開発

なども業界団体を中心に進められる事が期待 され て い

る。

情報化と人材問題

情報化の促進に当る専門家として必要 とされるのは,

周辺諸科学の分野ごとのスペシャリス ト,専 門分野の統

合に当るスペシャリス ト,情 報指向型のスタ ッフ で あ

る。一方,変 化の激しい技術革新の時代においては,シ

ステムの寿命が短 くなるように,専 門知識の寿命 も短 く

なる。このような中にあって 「知識を絶えず更新し,こ

とに臨んでは自己の知識が陳腐化していないかどうか自

問することが情報化時代の義務」 とさえいってよいであ

ろう。企業の側では,こ のような点を要求 される専門家

の処遇については特段の配慮を払 う必要があろう。また

情報化の進展により人々は単純肉体労働から解放 され る

が,こ れにかわって単純知識労働が一般化する可能性 も

指導 されている。 このような事態に対 して組織内の多数

念㌶麗劃嚥㌶堕芸1㌶:●
置 が 必 要 と な っ て こ よ う。

詳 しくお知 りにな りたい方 は,「 産業 におけ る情報化の進展

とその問題点」調査報告書 をご参 照下 さい。

呼

は と バ ス ・コ ン ピ ュ ー タ ・コ ー ス に 協 力

当財団では,㈱ はとバスからの申し入れにより,同

社のコンピュータ ・コースの一部に当財団のコンピュ

ータ見学を含めることとした。

これは,同 バスが東京都内の観光案内を主体 とする

企業ではあるが,都 の紹介に関する東京都の代行機関

であるなど公共的性格の強い企業であること,お よび

当財団の使命の一つであるコンピュータに関する普及

啓蒙の一環 とも考え得 るとの見解から,

1.コ ンピュータに関する基礎知識の説明(約40分)

2.当 財団設置コンビュー一夕の見学(約20分)

について同バスに協力することとなった ものである。

なお,当 初は客層として夏休み申の申高校生を予想

したが,予 想外の反響をよび,第 一回より乗客のほと

んどが企業より勉強のために派遣されたとい う人達で

占められ,毎 回定員(40名)を 上廻る盛況である。

コースの概要

運 行 日

コー ス

昭 和45年8月7日 よ り毎 週 火,金 曜 日

1;00

19:1⑪)
l

ll:18)
I

ll:18)
|

}1:81)
1

}1:{⑪)

、」、。

東京駅丸の内南口

日本情報処理開発センター

ププル化粧品(三 越本店)

日本不動産取引情報センター

東洋インキPETY事 業部

富 士 通 シ ョウル ー ム

東京駅丸の内南口
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調 査

ソ フ トウ ェア の 体 系

コンピュー タ技術の発展 に ともない,ソ フ

トウエアに対す る考え方 も変 わ り,多 極多様

な ソフ トウエアが開発 されている。 当財 団で

は多様化 しつつあ るソフ トウエアの体 系化 を,

現 時点で行な うことが,今 後 のソフ トウエア

開発の礎石 として重要な ことと考 え,主 とし

て,米 国 コンピュー タ ・メー カーに対 してア

ンケー トに よ り調査 した。 その調 査 結 果 は

「ソフ トウエ アの体系付け と内外アプ リケー

シ ョン」 として調査報告書 を取 りま とめ られ

てい る。

本 調 査 は米 国 の コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー お よ び ソ フ ト

ウ ェア 開発 会 社 に対 し表1に よ る事 務 局 案(国 内の 資 料

を 参考 に して 当財 団 が体 系 付 け を し た)を 提 示 し,こ れ

に対 す る意 見 を求 め る こ と とし た。

これ に対 し,NCR,UNIVAC,IBMの コ ン ピ ュ ・・一夕

・メ ーカ ー3社 か ら,次 の回 答 が寄 せ られ た。

NCR社 とUNIVAC社

両 者 の 回答 は,表1の 事 務 局 か ら提 示 し た体 系 に 賛 意

を示 し,ま た ソフ トウ ェアの 体 系 の各 レベ ルの セ ク シ 。

ン も,表1の よ うに分 類 で きる もの と思 わ れ る と回 答 と

して い るが 細部 で若 干 の意 見 が 示 さ れ た。 た とえ ば,

UNIVAC社 で は,表1で の オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ

ム と して い る もの を,プ ロ グ ラ ミン グ ・シ ス テ ム と呼 ん

で お り,プ ロ グ ラム の次 の レベ ル,す な わ ち コ ン トロ ー

ル ・プ ロ グ ラ ム,コ ンパ イ ラー ・プ ロ グ ラム,サ ー ビ ス

・プ ロ グ ラ ムに つ い て は,ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラ

ムの 特 殊 な もの に含 ま れ る。 ま た,ラ イ ブ ラ リー ・ル ー

チ ンの カ テ ゴ リーに 示 され て い る もの の うち,あ る種 の

プ ロ グ ラ ムは,プ ログ ラ ミング シ ス テ ム に含 む もの もあ

る。

IBM社

これ に対 しIBM社 の 問 題 は 表2に 示 され るよ うに表

1案 と大 き く異 な り,ソ フ トウ ェ ア を2つ の範 ち ゅ うに

分 け構 成 し てい る。(な お,こ こで い うプ ロ グ ラ ムは1

BMが カス トマ ー に提 供 して い る もの で あ る。)

シス テ ム ・コ ン トロー ル ・プ ログ ラム(SCP)と は,

シス テ ムの オ ペ レー シ ョン とか,メ ン テ ナ ンス の た め提

供 す る基 礎 的 な機 能 で,た とえ ば ロー デ ィン グ,ス ケ ジ

ュー リング,ス ー パ ー バ イ ジ ン グ,デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ

ン トとい った よ うな もの が,こ の範 ち ゅ うに入 る。 ま た

こ こは,エ ラー ・コ レ クシ ョン とか,レ コ ー デ ィン グな

ど プ ロ グ ラ ム も含 ま れ る。 ま た バ ッチ ・モ ー ドとか タイ

ム シ ェ ア リン グ とい った オ ペ レ ー シ ョナル 環 境 を変 え る

よ うな フ ァ ン クシ ョン ・サ ポ ー トを提 供 す る。 シ ス テ ム

・コ ン トロー ル ・プ ログ ラ ミン グ は ハ ー ドウ ェア機 能 の

拡張 され た もの が提 供 され て い る。

プ ロ グ ラ ム ・プPダ ク トは,a－ ザ ー の デ ー タに 関 し

て 直 接 ロ ジ ッ クを含 み ユ ー ザ ー の特 殊 な要 求 に合 うよ う

適 用 な い しは利 用 され る。

典 型 的 な プ ロ グ ラ ム ・プ ロダ ク トは次 の よ うな サ ブ デ

ィビ ジ ョンか ら成 って い る。 し

A)プ ログ ラ ミング ・シ ス テ ム

ラ ンゲ イ ジ ・プ ロセ ッサ ー,リ ー ト,カ ンバ セ ー

シ ョン ・エ ン ド ・プ ロ グ ラム,汎 用 ユ ー テ ィ リテ

ィ ・プ ログ ラ ム等 。

B)ア プ リケreシ ョン ・プ ロ グ ラ ム

i)一 般 産 業 む け ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム,

た とえ ばALIS(AdvancedLifeInforrna-

tionSystem),パ ワー ・シス テ ム ・プ ラン ニ

ン グ等

5
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ii)一 般 科 学 産 業 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム,

た と え ば 汎 用 シ ミュ レ ・・一シ ョ ン ・シ ス テ ム(G

PSS/360)プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ

ス テ ム(PMS/360)等

表1ソ フ ト ウ エ ア 体 系 の 例

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

プ ログ ラ ミング ・

シス テ ム

ア プ リケ ー シ ョン
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言語 プ・セ ・サ{,L/1
,。,G,
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ヨ
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・
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・
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成
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ロ

ン

テ

・
ム
ブ

イ

イ
ト
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用
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デ
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ス
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ン

エ

テ

シ
診

オ
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レ
そ

ユ
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ー

ラ

シ
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ユ

・
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ン
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ン

・
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ム
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・
ラ

レ

タ

グ

ユ

ー
ロ

ミ
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プ

エ

ー

商

金

製

用

醸

造

サ ー ビ ス

{鑓 巣鴨 他

{鮪 保険,その他

日用 品,電 機 機 械

{
石油,化 学工業,輸 送機器
繊維,紙,そ の他

{通信・麺 銚 その他

大学及び官庁{

雛 締 麟 縫 製 他

麟 羅{ぽ …ひPMS

ζ漂 ニル隣 蟻.オ ーバーピ。,その他

数値 制 御

エ ン ジニ ア

リン グ

シス テ ム ・

デ ザ イン

グラフィッ
ク処理

中央 お よび地方官庁

病 院中学
,高 校 お よび大学,CAI,そ の他

AUTOSPOT,APT,

{AD-APT,そ の他

{鑛;!竃㌧ 他

{

コ ミュニ ケ ー シ ョン ネ ッ トワ ー ク ・

デザ イ ン,シ ミュ レ ー タ ー

信 頼 性 分 析

そ の 他{… レ一夕ー その他
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ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

表21BM社

一 プ ログ ラ ミン グー

・シ ス テ ム

ー シ ス テ ム

・コ ン ト ロ ー ノレ

・プ ロ グ ラ ム

ー プ ロ グ ラ ム

・プ ロ ダ ク ト

ー ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ム

(プ ログ ラム ・プ ロダ ク ト)

に ょ る 体 系 付 け

一オペレーシ・ン酬=㌘=;
,。グ その他

一 ス ケ ジ ュ リ ング

ー ス ーパ ーバ イ ジ ヤ ン グ

ー デ 一 夕 ・マ ネ ー ジ メ ン ト

ー ロー デ ィン グ

ー そ の 他

一 汎 用 言 語 用 プ ロセ ッサ ー

ー ソー ト

ー コ ンバ ー ジ ョン ・エ イ ド

ー 汎 用 オ ペ レ ー シ ョナ ル ・ユ ー テ ィ リテ ィ

ー そ の 他

一 財 務

一 保 険

一 パ ブ リッ ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ

ー 輸 送

一 連 邦 政 府

一 医 療

一州 お よび地 方 自治 体

一科 学

一襲 造 工業

一運 輸

一 プ ロセ ス

ー メデ ア

ー イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・マ ネー ジ メ ン ト

ー デ 一 夕 ・ベ ース/デ ー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

ー 汎 用 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シス テ ム

ー ー7一
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■ 寄 稿 ■

「情 報 化 社 会 雑 感
」

片 山 石 郎*
■

つ い 半月 ほ ど前,万 国 博 の見 物 に出 か け た。 夏 休 み と

旧盆 と会 期 末 をひ か え,会 場 は,連 日記 録 を更 新 す る入

場 者 で ご っ た返 して い た。 パ ビ リオ ン とい うパ ビ リオ ン

に は,延 々長 蛇 の 列 が,真 夏 の太 陽 の下 で続 い て い た。

若 者 が 多 か っ たせ い か,お 祭 り気 分 も乎伝 って か,列 ん

でい る人 々の 表 情 は 意 外 に 明 る く別 に 殺気 だ つ 空気 もな

く,こ れ とい っ た混 乱 も見 うけ られ な か った。 終 戦 後,

僅 か の配 給 物 に 目の 色 を変 えて 列 び,何 時 間 も待 た され,

くた び れ,ど こか で小 ぜ りあい が 起 って い た 頃 の,あ の

殺 ば つ な経 験 を もつ もの に とっ ては,ち ょっ と し た驚 き

で あ った。 世 の 中 の 移 りか わ りと今 更 の よ うに 感 じ た。

い くつ かの パ ビ リオ ン を見 せ て も らっ た。 それ ぞれ に

趣 向 を こ らし,見 応 えの あ る もの が 少 な くな か った。 見

て廻 って い る うち に,日 本 の パ ビ リオ ン に,一 つ の共 通

した モ チ ー フ の あ る こ とに だ ん だ ん気 が つ い た。 もっ と

も,私 が 見 て 廻 っ たの は 数 で は 限 られ て い るか ら,も っ

とた くさん 見 た ら,あ るい は ま た別 の 印 象 が あ った か も

知 れ ない 。 巨大 な 立体 的 ス ク リー ン に映 し出 され る社 会

相 の さま ざま が,筋 も廓 絡 もな く,強 烈 な色 彩 と,お 義

理 に も音 楽 的 とは い え な い耳 を つん ざ くよ うな音 響 を伴

な っ て,こ れ で もか,こ れ で もか と 迫 って くる シ ョー

が,こ の モ チ ー フ を代 表 して い る。 僅 か30～40分 の催 し

物 に,何 とな く身 も心 も疲 れ切 った よ うな気 分 に な って

出 て くるの で あ る。 あ とに残 るの は一 種 独 特 の虚 脱 感 で

あ る。

一 体 これ は 何 を意 味 して い るの だ ろ うか
。 製 作 者 の 意

図 は 奈 辺 に あ るの だ ろ うか 。恐 るべ き混 乱 と喧 喋 一 こ

れ こ そ,こ れ か らの 日本 の 社 会 の 姿 を暗 示 す る もの だ と

*通 商産業省大臣官房審議官兼情報化対策室長

い うの だ ろ うか。 だ か ら こそ,進 歩 と調 和 が必 要 な の だ

と逆 説 的 に 説 得 し よ うとい うつ も りな の だ ろ うか。

ふ と考 え る。情 報化 社会 に な る と,わ れ わ れ の世 代 の

よ うな論 理 的 教 育 を うけ た人 間 は つ い て ゆ け な くな る と

説 く先 生 が い る。 森 羅 万 象 の 底 に あ る真 理 は,論 理 とい

う武 器 に よ って ふ るい落 され て 始 めて把 握 で き る とい う

訓 練 に馴 ら され て きた論 理 人 間 は,今 や 現 象 をそ の ま ま

の 姿 で,視 覚 や聴 覚 の よ うな 感 覚 に よ って ズ バ リと把 握

す る感 覚 人 間 に よ って,と って か わ られ よ うと して い る

の だ とい う。 そ れ は本 当 だ ろ うか 。 それ は 好 ま しい こ と

だ ろ うか。

翌 日,私 は万 博 関 係 の仕 事 を して い る若 い2,3の 人

に きい て み た。 「あの シ ョー を,み な さん は ど う受 け と

めて い るの か」 と,答 は共 通 し て こん な も の だ っ た。

「あ ん な こ とは 日常 い や とい うほ ど経 験 させ られ てい る

の で す か らね。 今 さ ら見 せ て貰 って も,あ りが た くな い

です ね,も う少 し,救 い の あ る もの を作 って も らい た か

っ た です ね 。」 受 け と り方 は,わ た くしな どよ り素 直 で

あ る。 理 窟 っぼ くない 。 し か し,や っぱ り感 じて い る こ

とは 同 じ で あ る。

つ い で に,ち ょっ と芸 術 の 世界 を覗 い て み よ う。 抽 象

画 や無 調 性 の音 楽 が試 み られ て か ら半世 紀 以 上 に な る。

い くた の天 才 の お び た だ しい労 作 に もか か わ らず,こ れ

らの 作 品 は,い ま だ現 代 人 の心 を し っか り担 えた とは い

い 難 い 。 む しろ わ れ わ れ は,モ ー ツ ァル トや ベ ー トーベ

ンの 作 品 とか,ロ マ ン派 の 作品 に美 を感 じ,心 の 安 ら ぎ

と 喜 び を 見 出 して い るの で は な い か。 音 響 効 果 の す ば

らしい 近 代 音 楽 の な か に 見 え か くれ す る ヒ ュー マニ ズ ム

に,ハ ッ とす る よ うな 救 い を感 ず る とい うの が 正 直 な と

●
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■ 寄 稿 ■

ころ で は な い か。

ジ ャズ や ロ ック ン ロール や ム ー ド ・ ミュ ー ジ ックが 若

者 に ま す ま す人 気 が あ る反 面,バ ロ ック音 楽 の復 興 が 世

界 的 な 潮流 とな って い る し,べ ・一一トーベ ン の生 誕200年

祭 で古 典 音 楽 も,若 者 の あ い だ に大 変 な人 気 で あ る とい

う。 新 しい傾 向 は,す で に半 世紀 以 上 も前 か ら始 ま っ て

い る。 そ れ な の に今 だ に矛 盾 と相 克 の 中 に胎 動 し続 け て

い るの だ。 人 間 の奥 底 に あ る もの も変 貌 を とげ つ つ あ る

の か も知 れ な い。 け れ ど も,す べ て の もの を安 易 に情 報

化 社 会 に結 び つ け て 説 明 す るに は,あ ま りに も現 実 は複

雑 で あ る とい う感 は,ぬ ぐい 難 い もの が あ る。

もと もと 「情 報 化 」 とい う言 葉 が よ く分 らな い の で あ

る。 「情 報化 対 策 室 長 」 とい う肩 書 きを も ら って い な が

ら不 見 識 で は な い か とい わ れ るか も知 れ な い が,分 らな

い の だ し,分 らな い とい うこ とを意 識 して い れ ば,誤 り

も少 な い の で は な い か と思 って い る。

情 報処 理 とか情 報産 業 とい う言葉 は,あ る程 度 明確 な

概 念 を もって い る。 と ころ が情 報化 時代 とか,情 報 化 社

会 とな る と,と た ん に概 念 が漠 然 とか す ん で くる。 「合

理化 」 とか 「近代 化 」 とい う言 葉 は,言 葉 の とお り 「合

理 的 に す る」 「近代 的 に す る」 と解 して も,意 味 が通 じ

な い こ とは な い 。 「情 報 化 」 を この 伝 で注 釈 す る と,「 情

報 的 に す る」 とい うこ とに な って,な に が な ん だ か分 ら

らな くな っ て しま う。 そ れ で も何 とな く世 間 に 通用 し,

分 った よ うな 気 分 に な るの は,日 本 語 の 特 別 の性 格 に よ

る もの か 。 それ と も日本人 の陵 昧 さを 気 に しな い独 特 の

国民 性 に よ る もの か 。

こん な こ とを,と か く言 って い る こ と 自体 が論 理人 間

の限 界 を示 す もの だ と笑 わ れ るか も知 れ な い が,本 人 は

それ ほ ど寝 言 を言 って い るつ も りは な い の で あ る。 情 報

とか情 報 化 時 代 とか い っ て も,別 に 厳 密 な意 味 が あ るわ

け で は な く,い って みれ ば一 つ の キ ャ ッチ フ レ ーズ み た

い な もの だ とい うの な ら,そ れ は それ として よ く分 る。

ジ ェ ッ ト時 代,宇 宙 時代,開 放 経 済 時 代,レ ジ ャー時 代,

女 性 上位 時代,そ の他 た くさんの ジ ャー ナ リス テ ィ ック

な キ ャ ッチ フ レー ズ が,そ れ ぞれ の イ メー ジを もって生

れ た。 い つ れ も,た しか に わ れ わ れ の住 む社 会 の新 しい

特 徴 を浮 きぼ りに して い て 而nい 。 情 報 化時 代 とい う言

葉 も,情 報 の氾 濫 と,コ ン ピ ュ ー タや テ レ ビの威 力 を印

象 的 に表 現 し た もの とし ては,う ま い 言葉 で あ る。 そ し

て恐 ら くは,コ ン ヒ。ユ一 夕の 発 達 は,郵 便 制度 の発 明 や

電 話 網 の普 及 が 社 会 の 変 化 に及 ぼ し た影 響 に も優 る と も

劣 らな い イ ン パ ク トを,こ れ か らの 社 会 に与 え るで あ ろ

う こ と も想 像 に 難 くな い 。

現 代 は変 化の 時 代 とい わ れ る。 大 き くは 社 会 基調 の変

化 か ら,わ れ わ れ の 日常 生 活 の偶 々 にい た るま で,多 種

多様,複 雑 多岐 に わ た り進 行 し てい る。 人 口,産 業,文

化,知 識,つ ま りあ らゆ る社 会 機 能 の 無 秩 序 な 都 市殺 到

と,こ れ が逆 に社 会 全 体 に及 ぼす イ ン パ ク ト の 烈 し さ

は,わ れ わ れ が 日常 肌 に感 じ てい る と ころ で あ る。 社 会

の高 密 度 化 とい われ る ものが これ で あ る。 技 術 革 新 や,

大 規 模 工 場 生 産 や,情 報 メデ ィア の発 達 が,こ れ に 大 き

な関 係 が あ る こ とは確 か で あ る。 しか し,そ の 本質 的 な

もの は何 な の か,そ し て それ は,ど こへ 向 って 走 ろ うと

し て い るの か に つ い て は定 説 が な い。

こ こで は,こ の種 の議 論 に深 く立 入 るつ も りはな い 。

た だ一 つ指 摘 して お きた い こ とは,こ れ らの変 化 が す べ

て情 報 問題 の仕 業 で あ り,情 報 価 値 が 従 来 の価 値観 を一

変 させ るだ ろ う とい う説 につ いて で あ る。 土 地 所 有 が社

会 の支 配的 体 制 で あ った時 代 を封 建 時 代 と呼 び,産 業 革

命 以 後 の工 場 生 産時 代 を 資本 主 義 時 代 と呼 ん で い る の

は,そ れ な りの理 由 が あ る。 それ と同 様 な 意 味 で,こ れ

か らの 時代 を情 報 化 時代 と呼 び,な ん で もか で も情 報 に

結 び つ け て 説 明 し よ う とす るのは,い ささか 無 理 が あ る
ト

よ うだ。 情 報 とい う概 念 の混 乱 が あ る し,内 容 も空 虚 だ

し,時 に は こ じつ け も入 って くる。 そ こま で無 理 す る必

要 は な い の で は な い か と思 う。 情 報 問 題 の重 要 性 は 否 定

しな い が,そ の あ るべ き位 置 に お い て議 論 しな い と,不

必 要 に世 間 を惑 わす こ とに な りは しな い か とい う気 が し

て な らな い 。
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■ 寄 稿 ■

か つ て,電 気 や,鉄 道 や,電 話 を,さ した る抵 抗 もな

く受 入 れ て きた一 般 大 衆 は,新 しい 情 報 メ デ ィア も,結

局 うま くこな して ゆ くに ちが い な い。 そ の仕 組 み や 技 術

につ い て,一 般利 用者 が必 死 に な って勉 強 す る必 要 は,

さ らさ らない 。 ただ,政 策 立案 者 や,教 育者 や,企 業 経

営 者 は,そ うは い か な い。 変化 しつ つ あ る社 会 の な か に

お け る情 報問 題 の役 割 りと イ ンパ ク トに つ い て,こ れ を

過 大 視 もせ ず,過 小 視 もせ ず,透 徹 した 見 透 しを もって

事 に処 す る とい う心構 えが 必 要 な時 が きて い る よ うに思

わ れ る。

い さ さか議 論 めい て きた。 万 国 博 の見 物 は,そ れ な り

に 而 白 か った し,考 え させ られ る こ と も多 か っ た。 外 国

館 もい くつ か 見 せ て もら った が,そ れ ぞ れ に お 国 ぶ りが

現 れ て い て興 味 深 か った し,日 本 の 展 示 館 の よ うな,り

きみ返 った と ころ が な い の が却 っ て親 し み を 感 じ さ せ

た。 日本 の社 会 が,そ れ だ け息 苦 し い ま で に高 密 度 化 し

た こ との 反 映 な の か,そ れ と も日本 人 の意 識 が い さ さか

過 剰 な の か,そ の へ ん は 分 らな い。

と もあれ,い たづ らに古 い 時代 を懐 しが って い て も始

ま らな い。 勇 ま し く前 を向 い て前 進 す る こ とが 肝 要 だ。

今 日 も本 屋 に立 寄 っ てみ る と情 報 化 社 会 とか,シ ス テ ム

とか,シ ン クタ ンク とか い っ た種 類 の本 が,た くさん 並

ん で い る。 一 種 の ブ ーム で あ る。 この ブ ー ムは,何 れ そ

の うち消え去・てゆ くだろ う・そして消え去… あとに σ

本 当 の もの が 残 って ゆ くに ちが い な い。

(註:本 稿 は9月 初 に 寄稿 い た だ きま した)

'

●

1

σ
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研 究 開 発

中堅機械工業における生産管理

シ ス テ ム ・モ デ ル

このシステム ・モデルは,ト ピー工業,い すず 自動車,千 代 田化工,大 成建設等の生

産管理担 当者 と協力 して中堅機械工業 を対象 にした生産管理の標準 アプ リケーション設

計 とプ ログ ラムの研究 開発を行 なった結果 を とりまとめ ものであ り,生 産の管理尺度 に

コス トを用いた こと,機 能的に シス テムの ブロ ック化 とレベルの設定 を行な ったことに

よ り特徴 づけ られてい る。

70年代の企業は企業目的達成のため最 も効果的な管理

体制の確立を迫 られている。現代の複雑な産業形態,企

業間の競争の激化,オ ー トメーションによる生産方式の

変化,企 業をとりま く環境の激変は企業の経営を著しく

複雑にしているが,企 業にとっては顧客の要望にいかに

して応じられるかが,そ の成長発展に残 された唯一の道

といわれている。

このため,最 近の生産管理システムは従来の戦術的な

システムから,企 業内の他の技術管理システム,販 売管

理システム,財 務会計システム,人 事労務システムなど

と結びついたMISの サブシステムに位置づけられ,総

合的な意思決定に利用できる戦略的システムであること

が要求 されている。

ここで開発した生産管理システムは,中 堅機械工業に

的をしぼり,数 社のシステムを抽象化 し,典 型的な生産

システムを想定し,標 準的な管理 システムを実際につ く

りあげたものである。中堅企業が直面する省力化,自 動

化,二 重構造の崩壊,製 品の多様化,情 報管理の確立な

どを前提に生産管理のあり方を検討して標準パ ッケージ

の提供を試みたわけである。

開発 した生産管理システムは,生産管理 レベルの拡大,

現場中心主義 よりの脱皮,指 示型生産管理よりの脱皮,

原価管理での意識革新,コ ンピュータ化の促進等の考え

方 をもとに構築 されている。

システムの構成は表1の 通 りである。すなわち一般に

よく知 られているplan-do-seeの 管理 サイクルをフロ

ック化 して処理の流れを計画 ブロック→実施ブロックー

管 理 ブ ロ ッ クー 計 画 ブ ロ ック… とい うよ うに大 きな サ ー

クル を画 い た3つ の 部 分 に区 分 し,そ れ ぞ れ の ブ ロ ッ ク

が い くつ か の サ ブ シ ス テ ムか ら構 成 され て い る。 さ らに

これ らの サ ブ シ ス テ ムは い くつ か の モ ジ ュ ール に分 解 さ

れ る とい う 形 を と って い る。 ま た,シ ス テ ム を ブ ロ ッ

ク,サ ブ シ ス テ ム,モ ジ ュ ール とい うよ うに 細 分化 し,

で き るだ け 多 くの企 業 に 適 応 す る部 分 を選 択 の うえ利 用

で き る よ うに し た。

表1生 産管理 システムの構成

システ・ 已 ・ ッ 川 サブシステ・1・ ジ ・ 一 ル

生
産
管
理
シ
ス

テ
ム

計 画 計 画
計 画立 案,部 品

展 開,フ ァイル
・メ ン テ ナ ン ス

実 施
購 入
加 工
組 立

購 入 ・外 注,加
工,組 立

管 理

ブ イー ド

バ ック

・'一 －w

計 画 ・ア クシ ョ
ン,実 績 分 析,

標 準へ の フ ィー

ドバ ッ ク
、

分 析 集計
統 計,予 測

分析,集 計

しか し,こ の 構 成 だ け で は標 準 パ ッケ ー ジ と して は 不

十 分 な た め,パ タ ー ン化 の老 視 を採 り入 れ た。 各 企 業 が

自社 の 管 理 水 準 に応 じて選 択 で きる よ うレベ ル とい う考

え を導 入 し,そ の企 業 体 質 に あ っ た所 を 自 由 に選 択 し利

用 で きる よ うに に した。 モ ジ ュー ル化 と と もに レベ ル化

とい う考 え は,こ の シ ス テ ムの 大 きな 特 徴 とな って い る。

シス テ ム ・レベ ル は0か ら2ま で の3つ の段 階 に 分 け

て あ る。 これ ら各 レベ ル の 特 徴 を以 下 に述 べ る。

① レベ ル0の シ ス テ ム
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レベ ル0の シ ス テ ムは,こ の シ ス テ ム ・モデ ル で は 前

提 条 件 と もい うべ き もの で あ る。 この レベ ル は シス テム

とし て の最 低 必 要 条 件 を示 した シス テ ム概 念 で あ る。 レ

ベ ル0の シ ス テ ムは 実 績 中 心 の 管 理 シス テ ムで あ るが,

デ ー タ ・ベ ー ス は一 応 完 備 され て い る。 この レベ ル で は

予 定 ま た は計 画 が実 績 と対 比 きれ る。

② レベ ル1の シ ス テ ム

レベ ル1の シ ス テ ム は,こ の シ ス テ ム ・モ デル が狙 い

とす る もの で あ る。 レベ ル0よ り も計 画 性 が高 ま っ てい

るの で,そ れ だ け情 報依 存 の度 合 も高 い。 レベ ル1の シ

ス テ ムは 標 準 とい う尺 度 を も もった管 理 シ ス テ ム で あ

り,計 画 は 標 準 を もとに た て られ る。 この標 準 は計 画 の

ベ ー スに で きる く らい に 成 熟 して お り,実 績 と標 準 とが

● 突 き合わされ、.実 績は標準の髄 、に使われる.

③ レベ ル2の シ ス テ ム

レベ ル2の シス テ ムは 理 想 シス テ ムで あ る。 この シ ス

テ ム ・モ デ ル が 目標 とす る シス テ ムで あ る。 この レベ ル

2で は部 品 中 心 主 義 が 理 想 的 な 形 で 運 営 され て い る。標

準 の範 囲 が全 製 品 に広 が り,そ れ ぞれ の 仕 様 に 合 せ た 最

適 解 が導 き出 され て お り,標 準 そ の もの の 向 上,改 善 の

努 力 は不 断 に行 な われ て い る。 コ ン トロール よ りマ ネ ジ

メ ン ト ・レベ ル に ポ イ ン トが移 って くる わ け で あ る。

この よ うな概 念 をベ ー スに 機 能 的 要 素 を と りま とめ た

の が別 図 生 産 管 理 シ ス テ ムの 全 体 フ ロー チ ャ ー ト で あ

る。

こ こで は サ ブ シ ス テ ム を結 び つ け る共 通 的 な ス ケ ー ル

とし て 「原 価(コ ス ト)」 を考 え て い る。 す な わ ち,こ の

原 価 の追 跡 を実 績 把 握 シス テ ムか ら始 めて い る。 こ こで

抱 え られ た原 価 が 部 門 原 価 管 理 とい う評 価 シス テ ム に入

り,部 門 原 価 計 画,製 品 原 価 計 画 ヘ フ ィー ド ・バ ッ ク さ

れ,更 に標 準 管 理 ・負 荷 管 理 へ とフ ィー ド ・バ ック され

て ゆ く。 こ うし た管 理 の輪 はか な り大 き く,し た が って

レベ ル の高 い もの に な って ゆ く。

ブ ロ ッ ク化 を し た こ と,レ ベ ル を設 定 し た こ と,コ ス

トを管 理 の 物 差 しに した こ との3点 が この シ ス テ ムの 特

徴 と な って い る。 ブ ロ ック化 は シス テ ム の機 能 選 択,汎

用 性,有 用 性 を高 め る とい う狙 い で あ る。 シ ス テ ムの レ

ベ ル設 定 は シス テ ムの 標 準 化段 階 に弾 力 性 を もたせ て,

ブ ロ ック化 と あわ せ て シス テ ムの汎 用 性,有 用 性 を高 め

よ う とす る もの で あ る。 コス トを管 理 尺 度 とし たの は,

あ らゆ る企 業 シス テ ムに 共 通 の尺 度 と して理 解 され易 い

た め で あ る。 これ に よ って 生 産 シス テ ム を包 括 す る企 業

シス テ ム や それ が 指 向 す るMISな どに 対 して 前 向 きの

姿 勢 で展 開 して行 こ う とい う狙 い で あ る。

中堅機 械工業 に おけ る生 産 管理 シ ステ ム ・モ デル(44-SOO5)226頁

主 な 目 次

1.は じめ に

2.企 業 シ ス テ ムに お け る生 産管 理 の機 能

3.シ ス テ ムの 概 況一 生 産 管理 に お け る情 報 処 理 シ ス テ ム

ω システム化 の前提条件

{2)シ ステ ム化の狙 い とその特徴

{3)シ ス テムの詳細

4.代 表 的 な デ ー タ処 理 例

5.今 後 の 動 向
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開発プ ログラム

X-Yプ ロ ッ タ ー に 関 す る基 本 的 な ル ー チ ン

この ル ーチ ンは,FACOM230モ デル60に 接 続 し て

い るX-Yプ ロ ッタ ー を コ ン トロ・一ルす るた め に開 発 し

たサ ル ブル ー チ ンで,ユ ・一ザP・はFORTRANプ ログ ラ

ム中 か らCALLス テ ー トメ ン トに よ って これ を使 う こ

とが で きる。

X-Yプ ロ ッタ ーは 他 の入 出力 装 置 に比 べ て処 理 速 度

が 非 常 に 遅 い た め,オ ン ライ ンで コ ン トロー ルす るの は

得 策 でな い。 一 般 に プ ロ ッ タ ー用 の コマ ン ド ・デ ー タ を

磁 気 テ ー プ に書 き出 し,プ ロ ッ タ ーに付 け た専 用 の リー

デ ー を使 いオ フ ラ イ ンで駆 動 して い る。

し か しな が ら当 セ ン ター の プ ロ ッ ター に は専 用 の リー

ダ ーが 無 く,オ ン ライ ンで使 う必 要 が生 じ,こ の ル ー チ

ンが 開 発 され た。

この ル ー チ ンは,ま ず コ ン トロー ル カ ー ドの指 定 で

1.オ ン ラ イ ン駆 動用 の磁 気 テ ー プ を作 る。

2,直 接 オ ン ラ イ ンで駆 動 す る。

を選 択 で き る よ うに な って い る。

プ ロ ッタ ーの た めに 開発 した サ ブ ル ー チ ンの 名 前 と機

能 は 以 下 の 通 りで あ る。

1.PLOTS

プuッ タ ー一}c対 す るオ ープ ンル ーーーチ ン でout-put用

の バ ッフ ァーの 先 頭 ア ドレス と大 き さを プ ロ ッ トル ー チ

ン に教 え る。

2.PLOT

プ ロ ッタ ー ・ル ー チ ン の 中 で最 も基 本 とな るル ーチ ン

で,ペ ンを現 在 あ る位 置 よ り指 定 され た点 ま で直 線 動 き

せ る。 移 動 の 際 ペ ンを上 げ た状 態 で,或 は お ろ し た状 態

で 行 な うか は パ ラ メー タ で指 定 で きる様 に成 って い る。

3.SYMBOL

指 定 され た文 字 列 を大 き さ,角 度 な どを 自 由 に変 え て

描 く事 が で き る。

4.SCALE

与 え られ た デ ー タ群 を グ ラ フに描 くた め の ス ケ ー リン

グ を行 な う。

5.LINE

与 え られ た点 列 を折 線 で結 ぶ。 そ の際,デ ー タ点 に 対

して 特 殊 シ ン ボル をプ ロ ッ トした り,線 を引 かず に シ ン

ボル の み プ ロ ッ トさせ る事 が,パ ラメ ー タ指 定 に よ り選

択 出 来 る。

6.AXIS

グ ラ フを描 くた め に座 標 軸 を描 く。 軸 に は名 前 や キザ

ミ,目 盛 値 を入 れ る こ とが で き る。

7.NUMBER

指 定 され た変 数(実 数 型)の 値 を プ ロ ッ トす る。FOR-

TRANで い うFタ イ'プで プ ロ ッ トし小 数 点 以 下 の 桁 数

を指 定 で き る様 に成 って い る。

σ

●

◎

■

」

●

ユ ー ザ ー ズ

プ ロ グ ラ ム プ ロ ッタ ー専 用 の リー ダー

■
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8.FACTOR

普 通 図 形 の 倍 率 定 数 は1.0に な って い るが,こ の ル ー

チ ン を使 って倍 率 定 数 を変 更 す る事 が で き る。 例 え ば,

定 数 を2.0に す る と図 形 全 体 が 前 の2倍 に な る。

9.WHERE

現 在 ペ ン の在 る位 置 と,倍 率 定 数 を ユ ー ザ ー に教 え る。

10.OFFSET

PLOTル ー チ ン に対 し座 標 変 換 用 の定 数 を セ ッ トす

る。

以 上 の 内AXIS,SCAL,LINE,NUMBERはFOR-

TRANで,そ れ 以 外 は ア セ ン ブ ラ ー(FASP)で コー

デ ィ ン グ され て い る。

,

●

近 刊 報 告 書 ご 案 内

CAI技 術 の 動 向(44-ROO9)328頁

〔主 な 目 次 〕

1.教 育 にお け る情 報 処 理 の 動 向 とCAIの ニー ズ

2.産 業 社 会 よ りみ たCAIの ニ ーーズ

3.CAIの 経 済 性'

4.CAIの 技 術 的 条 件

5.

6.

7.

CAIシ ステ ムの実 例

CAIシ ス テム開発上 の問題点

CAIの 現状 と将来

図形 表示 用 プ ログ ラムの基 礎研 究(44-SOO4)127頁

〔主 な 目 次 〕

1.イ ン タ ラ クテ ィブ ・グ ラ フ ィ ッ ク ・シ ス テ ム

2.イ ン タ ラ クテ ィブ ・グ ラフ ィ ッ クの ソ フ トウ エ ア

3.コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィ ッ クに お け る数 学 的 手 法

-

り
"

3

4

5

6

〔主 な 目 次〕

4.

5.

三次元 図形操作プ ログラム

X-Yプ ロ ッタの基本パ ッケージ

統計 解 析用 予測 モデ ルJUMPS(44-sOo6)132頁

JUMPS基 本設計 の目標 と特長

JUMPSの 構成要素

主題分析

デー タ抽出

デー タ分析

変数間の分析

(注)JUMPS:JIPDEC'S

7.模 型 作 成

8.推 定 と評 価

9、 予 測

10.シ ミュ レー シ ョ ン

11.最 適 化 問題

UniversalMathematicalProgrammingSystem.

遠隔 情報処 理 シ ステ ムの研 究開発(44-SOO7)86頁

〔主 な 目 次〕

1.タ イム ・シェア リング ・システ ムの応 用実験

2.各 団体の使用状況

2.1日 本 自動車連盟におけ る利用状況

2.2日 本電信電話公社におけ る利用状況

2.3(財)機 械振興協会経済研究所 にお ける利用状況

2.4郵 政省 にお け る利用状況

2.5通 産省 にお ける利用状況

3.シ ステムプ ログラム記述用言語PLDに よる

会話型言語 プロセ ッサCPLの 開 発

4.JOLDORに お けるSDIシ ステム
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「情報処理シンポジウム」

ソ フ トウェア開発 を如 何 に進 め るべ きか

ソ フ トウ ェ アの 重 要性 に つ い て は,既 に 認 識 され て い る と ころ で す が,そ の 開 発 の 実 際 に お い て

は,プ ロ ジ ェ ク トの 選 択,優 先 度 の決 め 方,技 術 者 の 割 当,ス ケ ジュ ー リス グ,コ ン ピュ ー タの割

当,進 捗 状 況 管 理,グ ル ープ 内 の コ ミュ ニケ ー シ ョ ン,ド キ ュ メ ンテ ー シ ョ ンの 作成,等 を どの よ

うに行 な うか が 問 題 とな りま す 。

当財 団 で は,情 報 処 理 シ ンポ ジ ウ ム とし て,ソ フ トウ ェア 開 発 を 如 何 に 進 め るべ きか と題 し,昭

和45年5月29口 機 械 振 興 会 館 大 ホー ル に て 次 の 題 目に つ い て の 各 講 師 の 発 表 とパ ネ ル デ ィス カ ッシ

ョン を行 な っ た。 その 要 旨 は つ ぎの とお りで あ る。

テ マ 発 表 者

ソフ トウェア開発 の管理

ソフ トウェアの生産管理 方式

ソ フ トウ ェア 開 発 の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン

ソ フ トウェア開発 の生産性 を高 める問題

ソフ トウェア開発の作業管理 システム

質 疑 応 答

魚木 五夫氏(広 島商科大学教授)

三橋荘一郎氏樗 篶 三糟 纂 理課長)

萩本 昭頬 儀 嬬 藷纏 長)

大・方 顛(日 本ソフトウェア株式会社技術管理部長代理)

崎 欣子氏(財団法人日本情報処理開発センター 開発本部開発課長)

総合司会 魚木 五夫氏

ソフ トウ ェア の開発 管理

魚 木 五 夫 氏

管理の重要性

ソフトウェアそのものの重要性が,ま すます広 く認識

きれつつある反面,そ の供給は需要に対して慢性的に不

足状態にある。

この理由としては,需 要の側において,コ ンピュータ

の急速な普及により,よ り広範囲のソフ トウェアを開発

する必要性が生じていることや,ハ ー ドウェアおよび関

連諸技術の進歩により,新 しくより困難な問題の解決が

要求されていることなどが挙げられ る。また一方,供 給

の面においては,ソ フ トウェアの開発が現状ではまだ本

質的に人間に依存していることや,こ の面での技術者の

育成に,か な りの時間と費用がかかることなどが挙 げら

れるだろ う。

こうした条件下で,い くらかでも状況の改善を図ろう

とすれば,そ れは勢いソフ トウェア開発の生産性を高め

るための対策へとつながるだろ う。その具体策 として,

総合的な生産管理の問題を考える意義が生ずる。

物的生産対情報的生産

歴史的に見ても,人 間は物一エネルギー一情報の支配

へと,そ の活動目標を転じて来ている。それは,逆 に言

えば,情 報の重要性に対する理解が,物 やエネルギーに

対するそれよりも困難であったからだろ う。

ソフ トウェアの生産は,情 報的生産の例であるが,工

業製品の生産(物 的生産)の 場において行なわれてきた

生産管理の経験や手法はかなり相似的に利用できるはで

ある。にもかかわらず,こ の様な考え方がソフトウェア

開発に関 して取上げられるようになったのは比較的最近

のことであり,我 国では未だ余 り広 く関心を持たれてい

るとはいい難iい。

さらに,種 々の業務の合理化(近 代化)を 直接間接に

目標 としているソフ トウェア開発関係者が,自 らの周囲

を合理化せずに放置しておくのは,矛 盾 も甚だしいと言

えよう。

日本人社会における解決策を

この種の問題に関し,先 進国である米国の経験や,米

国で開発 された手法などが,我 国に もいろいろな形で紹
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介されつつある。しかし,大 きく人間に依存している問

題の解決に際して,そ の集団が持つ習慣や特性を無視す

ることはできない。

情報システムとしての形態に,本 質的な欠陥あ りとさ

れる日本人社会の中で,ま た意志伝達技術についての教

育が著 しくお くれている日本人に対 して,漸 進的に適用

できるような管理手法を,わ れわれは今後積極的に開拓

しなければならない。

ソフ トウ ェア の生 産管 理 方式

三 橋 荘 一 郎 氏

従 来 ソフ トウ ェア は優 秀 な プ ログ ラマが 芸 術 家 に も似

た気 持 で コツ コ ツ と作 ってい て 自分 で見 て気 に入 らな け

れ ば何 度 も書 き直 す とい うこ とを平 気 で や って い た。 従

って顧 客 と納 期 を約 束 し て も納 期 に間 に合 う とい う保 証

は何 ひ とつ な く,む しろ お くれ るの が 当 り前 で あ っ た。

ま た メ ー カ ー も客 も或 る程度 プ ロ グ ラ ム とは こ うい う も

の だ と思 い込 ん で い た。 ま して 第3者 が 品 質 な り納 期 を

管 理 す る な どとい うこ とは 現 実 に 不 可 能 で プ ロ グ ラ マの

プ ライ ドが 許 さな か った と言 って良 い 。 納 期,品 質 に き

び しい 要 求 を顧 客 が 出 す よ うに な り,家 内工 業 か ら脱 皮

し な けれ ば な らな くな った の は ご く最 近 の こ とで あ る。

ソフ トウ ェアが 一 般 の商 品 と著 し く異 な る点 は劣 化 と

い う現 象 が な い こ とで あ る。 一度 作 った もの が 時 間 の経

過 と と もに 悪 くな って行 くこ とは あ り得 な い。 しか し潜

在 的 な 故 障 が 一 般 の商 品 に比 べ て 多 い の もま た事 実 で あ

る。 ひ とた び世 に 出 た ソ フ トウ ェア が か な り長 期 に わ た

って ク レイ ムの 対 象 とな るの は この た め で あ る。 この ク

レイ ム を処 理 す るた めに作 った人 が 自 ら顧 客 に出 て行 か

な けれ ばな らな い の も他 に例 のな い こ とで あ る。

我 々 メFカ ーは,目 に見 え な く形 も重 さ もな い ソフ ト

ウ ェア の生 産 上 の 問 題点 を解 決 す るに は作 業 の標 準 化 を

は か る こ とで あ る と考 え てい る。 自己流 を な くし,た と

え名 人 か ら見 て,そ れ が 幼 稚 で あ って も,誰 に で もで き

るし か け を作 れ ば勝 ち で あ る。

ソ フ トウ ェア を商 品 とし て製 造 し売 って 行 くに は どの

よ うな生 産 管理 方式 が必 要 不 可 欠 で あ るか を 日夜真 剣 に

検 討 し出来 る もの か ら実 行 して来 た。

ソフ トウ ェア 開発 の生 産性 を

高 め る問題

大[1方 真 氏

ソ フ トウ ェ アの 製 作 は,研 究 開 発 的 な 性 質 が 強 い。2

度 同 じ もの を作 る こ とは な い の で,常 に 試 作 だ とい わ れ

て い る。 ソ フ トウ ェ アの 製 作 が その よ うな 性 格 を持 って

い る とす れ ば,研 究 開 発 に たず さわ る担 当 者 の力 が 非常

に 重 要 な 要 素 にな る だ ろ う。 本来 研 究 とい うの は,個 人

の 力 量 に 依 存 す る とこ ろが 大 きい の で あ る。

一 方 で
,ソ フ トウ ェ ア開 発 の生 産 性 を高 め るた め に,

ソ フ トウ ェ アの 製 造 工 程 と同 じ よ うに,工 程 を標 準 化 し

分 業 化 を 進 め る こ とが必 要 で あ る とい う指 摘 が あ る。 そ

れ は どの よ うな 意 味 を持 つ の だ ろ うか。

ハ ー ドウ ェ アの 製 造工 程 を細 分 化 し,分 業 化 と流 れ 作

業 に よ る 自動fヒを推 し進 め て行 く と,組 立 工 が 特 殊 な技

術 を持 つ 必 要 は な くな る。 単 純 労 働 を続 け る こ とに対 す

る耐 久 力 と多 少 の 注 意力 が あ れ ば よ い。 組 立工 が担 当の

持 分 を変 え た り,あ るい は将 来 設 計 に たず さわ る こ とは

予 想 して い な い か ら,組 立工 は一 生 組 立 工 で あ る。 優 秀

な 組 立工 は,職 長 や班 長 な ど監 督 者 に な るこ とは あ っ て

も,そ れ 以 上 に は 出 な い の で あ る。 職 種 間 の流 動 性 は,

非 常 に 乏 しい。

ソ フ トウ ェ アの製 作 に従 事 す る人 の 中 で組 立 工 に あた

る もの は,コ ーダ と呼 ば れ て い る。 最 近 ソ フ トウ ェ ア製

作 の分 野 で も,シ ス テ ム ズ ・エ ン ジニ ア(あ るい は シス

テ ムズ ・ア ナ リス ト),プ ログ ラ マ,コ ー ダ,オ ペ レ ー タ

とい う職種 の分 化 が進 ん で来 たの で あ る。

この場 合 コ ー ダの 専 門 性 とは な ん だ ろ うか。 プ ログ ラ

ム の詳 細 な流 れ 図 をみ なが ら,正 確 に速 くコ ー デ ィン グ

が で きる とい うこ とが,優 れ た コ ー ダ とい う こ とに な る

だ ろ う。 し か し プ ログ ラム は,テ ス トして み て は じ め て

性 能 が予 想 以 上 に悪 い こ とが わ か った り,実 用 の段 階 に

な って か ら,機 能 の不 備 や性 能 の低 さが み つ か り,改 善

が 要求 され る とい うこ とが 常 識 に な って い る。 この よ う

に 当 初 の設 計 の 不 完全 さが是 正 され な い限 り,コ ー デ ィ

ン グ を して も,生 産 性 の 向 上 に た い し た役 割 は,は た さ
、
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ない し,コ ー ダの 意気 もあ が らな い だ ろ う。 そ うか とい

って,い たず らに シス テ ム設 計 の不 備 を 責 め,シ ス テ ム

設 計 に たず さわ る シス テム ズ ・エ ン ジニ アに 負 担 を か け

す ぎ,責 任 を負 わ せ す ぎ る こ とに も無 理 が あ るよ うに思

わ れ る。 一 体 優 れ た シ ス テ ムズ ・エ ン ジニ ア は どの よ う

に して 育 つ の だ ろ うか。 少 な くと も大 学 の 理 工 系 を出 た

人 が シス テ ムズ ・エ ンジ ニ ア とし て,基 礎 的 な知 識 と優

れ た素質 を持 って い る とは い え な い。 シ ス テ ム設 計 能 力

とい うの は,経 験 に依 存 す る部 分 が 多 い か らで あ る。

経 験 に て らし て考 えて み る と,オ ペ レ ー タ,コ ー ダ,

プ ロ グ ラマ,シ ス テ ムズ ・エ ン ジニ ア とい う職 種 は,次

の よ うな階 層構 造 に な って お り,シ ス テ ムエ ン ジニ アは

頂 点 に 位 置 して い る と思 われ る。

コ ー ダの プ ロ グ ラ ム製 作 の 意欲 は,努 力 に よ って や が

て プ ログ ラマや シ ス テ ムズ ・エ ン ジニ アに なれ,コ ン ピ

ュー タ に接 す る範 囲 を広 げて 行 くこ とが で きる とい う と

ころ に あ るの で は な い だ ろ うか。 事 実,大 学 卒 で は0.5

年,高 卒 あ る い は電 算 機 学 校出 身 者 で は,2～3年 で一

人 前 の プ ログ ラマ に育 ってい る。 ま た プ ロ グ ラ マは,シ

ス テ ム設 計 を担 当 で き る能 力 を身 につ け,標 準 的 に は5

年 程度 で シス テム ズ ・エ ン ジ ニ ア に成 長 し て行 く。

この よ うに設 計 に た ず さわ れ る道 が常 に 開 か れ て お

り,ま た それ が 期 待 され て い る とい う点 が,ハ ー ドウ ェ

ア の組 立 工 とソ フ トウ ェアの コ ー ドとの決 定 的 な違 い で

あ り,し た が って分 業 化 の 思 想 も違 って くるだ ろ う。

ソ フ トウ ェア の製 作 に あ た って は,個 人 の能 力 に依 存

す る部 分 が 多 い の で,で きるだ け個 人 の能 力 や ス キ ル を

活 用,同 時 に実 力 を向 上 させ る た めの 教 育 的 配 慮 が 必 要

に な る。 適 正 配 置,適 正 な教 育 を行 な うた めに,ス キ ル

ズ ・・fンベ ン トリが重 要 な役 割 を は たす だ ろ う。 ス キル

ズ ・イ ンベ ン トリで は,個 人 の 技 能 や特 技 だ けで はな く,

希 望 す る仕 事 も登 録 して お く。 作業 状 況 を正 確 に把 握 す

るた め に,作 業 管 理 や進 度 管 理 も必 要 で あ る。 作 業 完 了

後 の評 価 も,次 の 担 当部 分 を決 め る際 に 活 用 す る。

個 人 の 能 力 を十 分 に 発 揮 きせ るた めに は,作 業 の 仕 方

が動 的 で な けれ ば な らな か った ろ う。 プ ロ ジ ェ ク制度 は

有 効 で あ る。 プ ロジ ェク トを編 成 す る と きに,シ ス テ ム

設 計,プ ログ ラ ミング,検 査,文 書 化 な どの担 当者 を,

その 都度 プ ログ ラ ムの規 模 や必 要 度,担 当者 の力 量 な ど

を考 え なが ら,分 担 を決 め る。

ど うし た ら個 人 の 能 力 を十 分 に 発 揮 させ る こ とが で き

るか。 ど うし た ら個 人 の 能 力 を高 め る こ とが で きるか。

ソ フ トウ ェア製 作 の全 過 程 を通 し て,こ うい う問 い が 投

げか け られ な け れ ば な らな い よ うに思 え るの で あ る。

ソ フ トウ ェ ア 開 発 の

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

萩 本 昭 夫 氏

日本電信電話公社とい うのは読んで字のごとく,電 信

電話サービスの提供を業としていますが,最 近では,デ

ータ通信 とい う,電 子計算機 と電気通信の結合 きれた,

新 らしい通信サービスの分野でも,い ろいろと仕事をし

ている。

公社には,電 子交換機の開発,実 用化 とい う面 もあれ

ば,電 子計算機による電話料金の計算とい うような大量

の計算事務な どもあって,各 方面でコンピュータが使わ

れているが,私 ども中央統計所 もその一つです。

しかし,私 どものは企業活動の直接的な分野でコンピ

ュータを使 うというのではなく,公 社の内部事務処理,

すなわち事務近代化の部門に属 して,事 業の主管部門か

らの要請に もとつ く業務処理を行なう。いわゆる一般の

電子計算 センターのような役割を果たしてい る わ けで

す。

私,本 日は,ユ ーザーの立場で ドキキュメンテーショ

ンについて述べるといった越向になっている よ うで す

が,主 管部局 とい う顧客の注文により仕事をするとい う

点では,後 ででてこられる日本 ソフ トウェアさん と50歩

100歩 ではないかと思 う。

ユーザーの立場は企業規模,機 械化の対象業務の相違

などにより,か な り異質な ものがあろ うかと思 う。

当会社に,最 大級のマシンが入 りましたのは昭和39年
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度 の初 頭 です 。 その 頃 は 現 在 のMISと 同 じ よ うに,ト

ー タル シ ス テ ム とい うの が 喧 伝 され て お り,公 社 に お い

て も,こ れ を標 ぼ うし,す べ て の事 務 を一 挙 に,総 合 的 に

機 械 化 し よ う とい うこ とに な っ た。 主 管部 局 が 中 心 に な

って シ ス テ ム設 計 され,プ ロ グ ラ ミン グの 要 請 が 私 ど も

に 持 ち込 まれ る わ け です が,今 ほ ど,コ ン ピ ュ ー タに対

す る知 識 が 普 及 し て お りませ ん の で,ど うして も,コ ン

ピ ュ ー タが 何 とか し て くれ る だ ろ うとい っ た甘 えが あ っ

て,中 途 半 端 な設 計 書 が 持 ち込 まれ た。 この た め,プ ロ

グ ラ ミン グ中 に し ば し ば設 計 変 更 が 行 なわ れ る。 ス ケ ジ

ュー ル の み が先 行 し て あ らゆ る問 題 が プ ログ ラ マに しわ

寄 せ され る,こ うな る とプ ログ ラム を作 って,マ シ ン を

動 か す の に精 一 ぱ い とな り,ド キ ュ メ ン トに手 が 廻 りま

せ ん。

本来,ド キ ュ メ ン トとい うの は,プ ログ ラマ が プ ログ

ラ ミン グの 過程 で の記 録 を忠 実 に整 理 す るこ とに よ り自

然 に で きあ が る とい った もの で な い とい け な い とい うふ

うに 考 え て お りま す。 そ れ が テ ス トして出 来 上 が った プ

ロ グ ラ ム と ロ ジ ッ クを考 え た 際 の フ ロー チ ャー トとが 相

異 す る。 勿 論,シ ス テ ム設 計 書 とは か け離 れ た存 在 とい

うよ うな こ とに な る とプ ロ グ ラマ に よ る ドキ ュメ ン デ ー

シ ョンは ケ リが つ きま せ ん。

お 手 元 に あ る ご案 内 に は,プ ログ ラマ が 本質 的 に ドキ

ュ メ ン トの 整 備 を嫌 うとい う趣 旨 の こ とが 書 い て あ りま

す が,単 純 に その よ うに 受 取 って い た だ い て は プ ログ ラ

マ は酷 で して,機 械 化 の 進 め方 な り,分 業 体 制 の促 進 と

い った よ うな基 本 的 な面 か ら ドキ ュ メン テ ー シ ・ンの 問

題 を と らえ な い とい けな い の で は な い か とい うこ とを提

起 し た い。

機 械 化 を進 め て い く体 制 の 一 つ に分 業 の 問題 が あ る。

企 業 に よ って は,シ ス テ ム デザ イ ナ ー 兼 プ ログ ラマ兼

オ ペ レー タ ー とい った形 で や って お られ る と ころ もあ る

か も知 れ ませ ん 。 しか し,私 ど もの よ うに,プ ラン ニ ン

グ,プ ログ ラ ミン グ,オ ペ レ ー シ ョンを そ れ ぞ れ分 業 で

や って い る と ころ もあ ろ うか と思 う。 分業 の効 果 は,そ

れ ぞ れ の責 任 分 野 を明 確 に す る こ とに よ り,お のず か ら

ドキ ュメ ン トの整 備 が促 進 され る こ とで す。 私 ど もの場

合,オ ペ レー タに対 す るプ ロ グ ラムの 引 き継 ぎ,全 国拡

大 実 施 業 務 の地 方 セ ン タ ー に対 す る引 き継 ぎとい った こ

とで,あ る程 度 ドキ ュ メ ン トを意 識 した仕 事 を し て い

る。 これ も分 業 の 効 果 の 一 つ と考 え られ るが,最 も重 要

な こ とは プ ラ ンニ ン グ との 関 係 で あ ろ うか思 う。

私 ど もの場 合,機 械 化の 対 象業 務 が,年 度 計 画 とい っ

た形 で幹 部 会 議 に よ っ て決 め られ ま す と,当 該 業 務 を主

管 す る部 局 の長 か ら,機 械 化の 方 針,日 的,範 囲 とい っ

た基 本的 な事 項 が示 され,プ ラ ンニ ン グチ ー ムの編 成 が

行 な わ れ て シ ス テ ム設 計 が 開 始 され ます。

シ ス テ ム設 計 に は,予 備 設 計,詳 細 設 計 の 二 つ の段 階

が あ って,そ れ ぞ れ の段 階 で本 社 の 事 務 近 代 化 準 備 室 を

中 心 とす る設 計 会 議 の 場 で チ ェ ック,審 査 きれ て設 計 書

と して の確 定 が な され るよ うに な って い る。

プ ロ グ ラマ は,予 備 設 計 に よ るシ ス テ ムの 概 略 設 計 が

行 な われ,基 本 的 事 項 の確 定 す る予 備 設 計 終 了 の 時 点 か

ら,シ ス テ ム設 計 に 参 画 して,シ ス テ ム理 解 を兼 ね る詳

細 設 計 書 作 成 作 業 に対 す る協力 を行 な い ます 。

シ ス テ ム設 計 の段 階 で は,い くら試 行 錯 誤 を繰 りか え

して も決 して 無 駄 では な い が,プ ロ グ ラ ミン グ過 程 での

シ ス テ ムの 修 正,変 更 は 非 常 に大 きな ロス を生 じ る と考

えて い る。

か つ て,設 計 書 が不 備 な ま ま プ ロ グ ラ ミン グに 入 って,

結 果 的 に で き上 が りの 時期 が遅 れ る とい った にが い経 験

へ の反 省 か ら,シ ス テ ム設 計 に十 分 時間 を か け て プ ロ グ

ラ ミン グは 一 溜 「里 とい うパ ター ンの確 立 が図 られ る よ

うに な ったが,こ の よ うな 取 り組 み は,単 に作 業 管 理 面

の効 果 の み で な く,シ ス テ ムエ ン ジニ アを指 向 す るプ ロ

グ ラマ の 内面 的 な 期 待 に応 え る もの が あ って,そ の精 神

衛 生 面 に も好 影 響 を もた らして い る とい え る。

プ ロ グ ラ マの 行 な う ドキ ュ メ ン トは,お 手元 の ご案 内

に示 す よ うに

プ ロ セス設 計 書 の 作成

プ ロ グ ラ ム作 成 計 画 表

プ ロ セス ・フ ロー チ ャ ー ト

周 辺 装 置 ス ケ ジ ュ ール 表

フ ァイル 一覧 表

レ コ ー ド・フ ォー マ ッ ト表

初 期 フ ァイル 関 係 資 料 その 他

プ ロ グ ラ ム説 明 書 の 作 成(通 称,ラ ンブ ッ ク)
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機 械 処 理 の概 要

プ ロ グ ラ ム一 覧 表

プ ロセ ス ・フ ロ ー チ ャー ト

プ 周 辺 装 置 ス ケ ジ ュ ール 表

コ ン ソール,メ ッセ ー ジ一 覧 表
ロ

コ ン ソ ー ル ・シ ー ト
セ

コ ン ト ロ ー ル コ ー ド ・ リ ス ト

ス

投入資料一覧表 と様式見本
編 作成資料一覧表 と様式見本

ファイル一覧表

レコー ド・フ ォーマット表

メンテナンス記録表その他

1巨 ∴ 二:;・

司嶽 ∴覧表
か らな って お り,一 本 一本 の

プ ロ グ ラム に つ い て は コ ー デ ィン グ終 了 月 日,テ ス ト終

了 月 日,あ るい は機 械 使 用 時 間 とい った 作 業 記 録 が 残 さ

れ るよ うに な って お り,作 業 管 理 に役 立 て る と と もに 実

績 記 録 とし て保 存 され る よ うに な って い る。

最 後 に も う一度,ド キ ュ メ ンテ ー シ ョン とい うの は 決

して 無 理 な形 で強 請 すべ きで は な く,自 然 な 形 で,プ ロ

グ ラマ の 作業 記録 と して強 き るべ きで あ る こ とを 強 調 し

た い。

ソフ トウ ェア開 発 の

作 業 管 理 システ ム

山 本 欣 子 氏

概 要

このシステムは,作 業者自身あるいはその監督者から

提出された主観的,客 観的な作業過程に関するデータを

もとに,プ ログラム作業を分析し,実 際の作業の工程管

理 を行な うための試作および実験 というべ き もの で あ

り,オ ンラインター ミナルから随時,情 報の要求ができ

るよう。当財団のタイムシェアリングシステムのアプリ

ケーシ ョンとして開発 した ものである。

このシステムで使用されるファイルは二つあって,一

つは機械使用伝票から作 られ,他 の一つは業務の発生時

に作 られる作業見積データ,そ の作業が開始されてから

一定期間 ごとに報告 される実績データおよびこれらのデ

ータから判断 される作業の推定進度,推 定完了期 日等で

構成 されている。 この中には見積データおよび両者共通

のデータ等が入力 され,こ のファイルが作 られるもので

ある。

また,こ のシステムはオンラインターミナルを用いコ

ンピュータと会話を行なうことにより,必 要 とする情報

を作表することができる。

コンピュータ使用時間に関する情報

プログラム作成およびプロダクシ ・ンのための使用時

間を把握するためのアウ トプ ットが作成 きれるが,こ こ

で使用 されるファイルは計算機使用伝票から作られたも

のであり,情 報をとりだすため指定で きる項目としては

コンピュータ機種,業 務番号,期 間がある。 このとき機

種だけを指定すれば,そ のコンピュータを使用した全業

務について,デ バッグ時間 と,プ ロダクションに要する

時間およびその合計時間が,フ ァイルに登録されている

全期間を通 して出力 され ることにな り,特 定の業務番号

と期間を指定期間内にその業務のために使用した時間が

出力される。

業務に関する情報

特定業務の進捗状況を把握するためのアウトプットで

あ り,こ の情報を得 るたみに指定できる項 目は業 務 番

号,作 業区分,プ ログラムステップ番号,担 当者コー ド

が許される。これは業務番号とその他の項 目との組合せ

が自由にで きるため,そ の業務に関する情報の全部ある

いは一部を出力することが可能である。

個人に関する情報

新 らしく業務が発生したとき,そ の業務の担当をだれ

にするかを決定する場合,各 個人が単独の業務だけを担

当していれば業務に関する情報だけで十分間に合 うが,

たいてい二つ以上の業務を,部 分的に担当していること

が多いため特定の個人に関する担当業務の進捗状況が判

断しやすい形での情報が欲しくなる。そこで,個 人に関

する情報を別に出力することにしたが,こ のときの項目

指定は業務に関する情報と同様である。
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質 疑 応 答

問:標 準 値 の 設 定 につ いて,た とえ ば,ど の 人 間 が ど

の く らいの 能 力 が あ るか と い うよ うな こ とに つ い て,も

う少 し くわ し く説 明 願 い たい 。

答(三 橋):個 々の デ ー タに つ い て は 発 表 出 来 な い。

世 間 一 般 で は,オ ペ レ ー タ ーは プ ロ グ ラマ ー よ り一 段 下

だ とい う発 想 が あ るが,こ れ で は オ ペ レ ー ター が 自信 を

な くし,将 来 の 見 通 し を たて る こ と も困 難 で す が,わ れ

われ は オ ペ レ ー タ ー一とプ ロ グ ラマ ーお よびSEと い う区

別 は全 くし てい な い 。 とい うの は,あ る人 が プ ロ グ ラマ

t－を や り,3ヵ 月 た った ら管 理 の 仕 事 を し,時 に は オ ペ

レ ー タ ー とい う具合 に な って い る。 た だ入 社 した らだ れ

もプ ロ グ ラ マ ー をや る とい う前提 に立 って考 え て い る。

し たが って,オ ペ レー ター を や る人 も,ま ず プ ログ ラマ

ー をや らな けれ ば な らな い。 そ れ か ら基 準 値 を設 定 して

い場 合 にA,B,Cク ラス と三 区分 して お り,Aは 大 学

を卒 業 して3年 ほ ど経 験 した人 を 目標 に して い る。Bは

大 学 卒 業1年,あ るい は高 校 卒 業 して6年 ぐらい,Cは

新 入社 員。Bの 高 卒6年 とい うの は,実 際 に は もっ と細

分 化 して あ るが,一 応 の標 準 値 をつ くる と きに は,以 上

の よ うに3ク ラス に分 け て い る。 しか し大 学 卒 だか らと

か,高 卒 で経 験 を積 ん で きたか らいい とい うこ とは 決 し

て な い。 逆 に い うと,ソ フ トウ ェア工 場 で あ ま り勉 強 し

て きた 人 は,プ ロ グ ラム の仕 事 に 携 わ らな い よ うに して

い る。 とい うの は 資 格 が あ る とい う先 入 観 は こ わい こ と

だ し,成 長 率 も疑 わ しい。 で きる だ け先 入 観 の な い 人 間

に 企 画 とか そ うい うこ とを徹 底 的 に勉 強 させ た 方 が い い

の で,全 体 の バ ラ ンス を と って,経 験 とい うこ とは 重 視

せ ず,採 用 に つ い て も経 験 が あ る,勉 強 して きた とい う

は それ ほ ど プ ラス に な らな い。

問:設 計 とが製 造 とか分 か れ て い ろ いろ 作業 す る場 合

に,ド キ ュ メ ン トの流 れ の管 理 とい う もの は 具 体 的 に ど

うい うふ うに や って い るの か。 た とえ ば どの プ ロ ジ ェ ク

トに対 す る設 計 書 が 出 て い な い とか,そ れ か ら変 更 が あ

った と きの通 知 とか,そ うい うこ とは どの よ うに して い

るの か。

答(三 橋):こ れ は 一 つ の 例 だが,あ るプ ロ ジ ェ ク ト

の 開 発 計 画 が 決 ま る と,計 画 部 門 で は,こ の工 程 表 の素

材 を工 場 の 中 で 出 さな けれ ば な らな い しか け な っ て い

る。 工 程 製 作成 に 当 って は,PERTr法 な どを使 って

表 現 し,そ れ ぞれ の と ころ で何 が 出 て こな けれ ば な らな

い か とい うこ とを,つ ま り工 程 会 議 を毎 月2回 ほ どや っ

て い る。 か な り複 雑 な もの は毎 週 や るが,あ る時 点 時 点

で何 が 出 て い な け れ ば な らな い か とい う こ とが この 工 程

で わ か り,こ れ は工 場 長 か ら現 場 に い た るま で全 部 座 っ

て い る。 計 画 の進 捗 状 況 は,専 門 の工 程 担 当 者 が チ ェ ッ

ク して い る。

問:萩 本 さん の お話 の中 に シ ス テ ム設 計 書 と詳 細 設 計

書 とは 同 じで あ るの か,ま た設 計 会 議 の メ ンバ ー構 成 は

ど うな って い るか。

答(萩 本):fj:事 を機 械 化す る と い うこ と だが,シ ス

テ ム設 計 の段 階 を プ ランニ ン グ チ ー ム とい う各 部局 と事

務 近 代 化 準 備 室 の プ ラン ナ ー とで 構 成 され て い る。 この

チ ー ム で シ ス テ ム設 計 が 行 なわ れ,そ の 次 の段 階 で 詳細

設 計 が行 な わ れ る。 チ ー ム構 成 は本 社,本 所 長,私 な り

が 参 加,検 討 し,設 計 会 議 は詳 細 設 計 書 の 討議 だ けで な

く,施 行 段 階 に も移 し て行 くと い うふ うに ご理 解願 い た

い 。

問:二 つ ほ どお伺 い した い。 ま ず 一 つ は プ ログ ラム に

つ い て は}な お しは避 け られ な い ん だ とい うメ、うな お話

が あ ったが,そ の 手 直 しそ の もの は な に か 専門 家 が や ら

れ るの か,た とえ ば シス テ ムエ ン ジニ ア か や るの か,あ

るい は プ ロ グ ラ マ ーが や るの か,そ の辺 の こ とを伺 い た

い。

も う一 つは,プ ロ グ ラ マ ー もあ る期 間 た つ とシ ス テ ム

エ ン ジニ アに 昇 格 す る とい う話 だ っ たが,あ る期 間 た ち

ます と今 度 は シス テ ムエ ン ジニ アグ ル ー プ が ものす ご く

多 人 数 に な って しま うん じ ゃな い か と思 う。 そ うす る と

この 人 た ちは シス テ ム設 計 だ け を や って お られ るの か,

あ るい は プ ロ グ ラマ ー的 な こ と,ま た コ ー ダ ー的 な こ と

も同 時 に や る よ うな シ ス テ ム に な っ て い るの か,そ の 辺

を伺 い た い。

答(大 日方):最 初 の質 問 だ け れ ど も,手 な お し とい

うこ とは た い へ ん頭 の い た い 問題 で私 の とこ ろで 現 在 こ

れ が きめ手 だ とい う もの は な い わ け です 。 非 常 に 規 模 の
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大 きい と ころ,た とえ ば ア メ リカのIBMな どは は っ き

りと そ うい うこ とをす る人 は い る け れ ど も,私 ど もの よ

うに た か だ か200人 くらい の プ ロ グ ラ マ ー一で は 非 常 に ロ

ス が 大 き くて,い ま暗 中模 索 し て い る状 態 で す 。 現 在 私

ど もで や って い るの は,開 発 した グ ルr-'プの 中 か ら1人

か2人,コ ンパ イ ラー を つ く って,次 に は ほ かの 仕 事 を

しま す けれ ど も,補 充 して優 先 し て や る。 そ うい うこ と

で 補 充 責 任 者 だ け は きめ て や って わ りま す け れ ど も,そ

れ がベ ス トで あ るか ど うか わ か らな い。

も う一 つ の,シ ス テ ムエ ン ジニ アを頂 点 に,だ ん だ ん

シ ス テ ノ、エ ン ジ ニ アが 多 くな る,と い うこ とだ が,私 の

と ころ は い ま シ ス テ ム エ ン ジニ アが い な くて,ど うに も

な らな い で,プ ロ グ ラマ ー を管 理 す る中 間 プ ロ グ ラ マ ー

を あて て い る次 第 で す。5年 先,10年 先 ど うい うこ とに

な るか わか らな い け れ ど も,現 実 的 な 問題 の よ うに は 受

け取 れ ませ ん。 あ ま り心配 す る こ とじ ゃな いん じ ゃな い

か と思 う。

問:作 業 終 了 後 の 評 価 に つ い て研 究 され て い る と思 う

ん で す が,ど うい う評 価 を きれ るか ご説 明願 い た い。

答(大 日方):こ れ は 具 体 的 な こ とは な か な か 申 し上

げ に くいん です が,多 少 一 般 に 申 し上 げま す と,私 ど も

で は プ ロジ ェク トを完 了 した と きの評 価 の ポ イ ン トは,

1つ は プ ロ グ ラマ ー 満足 度 とい うこ とで す。 彼 らに あ る

程 度 の 権 限 を与 えて お るの で,プ ログ ラマ ーが 担 当 者 に

対 して,そ れ ぞれ の 人 間 に対 して満 足 度 を持 ったか ど う

か,だ い た い5段 階 くらい で それ を評 価 す るよ うに して

い る。 その 時点 その 時点 を見 る と公 平 に な るか もし れ ま

せ ん けれ ど も,え こ ひい きが あ るか もしれ ませ ん か ら,

で き るだ け客 観 的 に つ と めて い る。

も う一 つ の ポ イ ン トは,作 業 の 標 準 的 な レベ ル を設 計

して お りま して,そ の人 間 を平 素 か らみ て い っ て き め

る。 標 準 値 とい うの は か な り厳 密 に きま ってい るか ら,

そ れ を 照 し合 わ せ,実 際 に作 業 させ て み る。 これ ら二 つ

の 評価 を プ ロジ ェク トマ ネ ジ ャー に提 出 し てや る とい う

こ とで す。

問2点 お伺 い した い … …。 ま ず一 つ は,作 業 ご とに

報 告 書 を別 に一 度 出 させ て シ ス テ ム管 理 とい う方 向 で や

って い る とい うこ とで す け れ ど も,ど うい う内 容 か とい

うこ とを,さ しつ か えな い範 囲 で お 答 えい ただ きた い と

思 い ま す。

も う一 つ は,そ うい うふ うに し た ソ フ トウ ェ アの管 理

を な さ る と きに男 性 と女 性 とで は特 に か わ った こ とは な

い か … …o

答(山 本):第1の ご質 問 です けれ ど も,毎 週1回 月

曜 日,そ れ ぞ れ の持 って い るプ ロジ ェ ク トの進 行 状 態 を

出 させ て,こ うい うル ー テ ィ ンの こ うい うデバ ックの 仕

事 に 関 して は今 週 何 時 間 や った,そ れ で 自分 は何 パ ー セ

ン ト進 ん だ とい うよ うな こ と を出 させ るわ け で す。 これ

は シ ス テ ム管 理 とい うの が そ もそ もの 目的 で は な い ん で

す が,結 果 的 に は シス テ ム管 理 に 役 立 って い る とい うこ

とに な る。

そ れ か ら第2の 質 問 です が,男 性 ・女 性 とい うの は 私

ど もの と ころ は比 率 と して は,比 較 的 女 性 が 少 な い 。 そ

うい う意 味 で,そ の辺 は あ ま り顕 著 に出 て お りませ ん 。

た とえ ば女 子 の場 合 は残 業 とか徹 夜 が い け ない とい うこ

とが あ るけ れ ど も,そ れ は な るべ くな らば守 りた い わ け

で す が,仕 事 の 性質 上,そ れ が な か な か守 れ な い こ と も

あ る。 女 子 だ か ら帰 れ とい うこ と もい い に くい し,ど う

して もや らせ て くれ とい うプ ロ グ ラマ ー が 多 い もの です

か ら,仕 事 の 上 で も全 然 差 をつ けて お りま せ ん。

以 上
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教 育

短 期 講 習 会 開 催 状 況

システム設計およびプログラ ミングの入門コースとして短期講習会を実施して

いるが,本 年度上期は,外 部機関からの要請による受託養成訓練に主力がおかれ

た。講習会名(ま たは受託先),期 間,受 講者数はつ ぎのとお り。

講 習 会 名(ま たは受託先) 期 間 受 講 者 数

プ ログ ラ ミング入 門 コー ス

・・一 ・一"一

FORTRAN 4月6日 ～11日 24名

COBOL 4∫]13日 ～18日 24名

中小企業振興事業団受託

中小企業診断士(商 業)養 成 4月17日 ～27日 57名

(コ ン ピ ュー タ概 論)

工業技術院受託

4月27日 ～5月4B 36名

昭和45年度新採用研究職員訓練

中小企業振興事業団受託

中小企業診断士(工 業)養 成 5月6日 ～22日 60名

(コ ン ピ ュ ー タ概 論)

}一 ー一 一 ・'‥

日本公認会計士協会受託
4月6日 ～7月3日

45名

(月,水,金 夜 間 の み)

⊥ 〒..〉 一 一 ・一 ー ー一 ・ 　一 }一 一 一－A・

中小企業振興事業団受託
`

6月30日 ～7月24日130名
中小企 業指導担 当者研修 コース

1
一ー 一 一

・

AT－

文部省受託
|

11「可7戊]27F]～8戊]1口

■

30名

工業高等専門学校教師
2回8ノ]3日 ～8戊]8口 30名

コ ン ピ ュー タ実 習 コ ー ス

、

日本数学教育会受託

7月1日 ～4日 80名

数 学 教 師 の た め の コ ン ピュ ー タ コ ー ス

一一} 一 ・・ 一'一 一 ⌒

科学技術庁受託
8月10日 ～22日 30名

国立研究所研究者研修 コース
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JIPDECだ よ
(ジ プ デ ッ ク)

り

調 査 開 発 研 究 の 受 託

当財団では,次 の事業の調査研究または開発研究を受託した。

1

受 託 事 業 名.受 託 先|

一

中小企画 向け標準販売管理 システムの開発 中小企業庁 よ り
こご二 ～__一

情報化の進展の経済社会に与える影響調査 経済企画庁
一 二__二^二=

商品 コー ド工業標準原案の調査作成 工業技術院

勘定科 目コー ド工業標準原案 の調査作成 同上

職 業 コー ド工 業標準原案 の調査作成 同上

計1己単位 コー ド工業標準原案 の調査作成 同上

情報処理関係の標準化推進計画策定のための実態調査 同上

人事及び物品管理資料作成プログラム並びに統計解析用言 同上

語の作成

米国におけ るデー タ通信用端末機 器の動 向調査 日本電信電話公社
フ ロー チ ャー ト自 動 作成 プ ログ ラム の開 発 同上

業種別情報処理標準パ ター ンの作成 通商産業省

工業立地適正化等調査 同上

行政機関相互間にお けるデー ク交 換の諸方式 の研究 行政管理庁

統計情報検索の実験 同上

,

「JIPDECREPORT」 発 刊

わが国における情報処理の現 状 を 海 外に紹介するた

め,当 財団では英文刊行物 として年6回 発行することと

して,こ のたび,No.1～3を 刊行,海 外の政府機関,

大学,研 究機関,ソ フ トウェア会社等に配布 した。掲載

記事はつぎの とお り。

〔No.1〕

日本のコンピューータ実動台数:6,018台

情報処理振興事業協会等に関する法律の制定

日本における超高性能 コンピュータの研究開発

日本における情報処理サービス業の現状

日本における情報処理に関する標準化

当財団事業報告

〔No.2〕 特集

日本における情報処理に関する教育の現状

〔No.3〕 特集

日本における産業の情報化の進展 と問題点

仏国政府主催 「情報処理と地域開発会議」

で副会長講演

当財 団斎 藤 副会 長 は,仏 国政 府 の招 待 で,同 政 府主 催

に よ る「情 報 処 理 と地 域 開 発 に関 す る国 際 シン ポ ジ ウ ム」

に お い て 「日本 に お け る コ ン ピ ュー タ の現 状 」 と題 し講

演 を行 な っ た。 な お この会 議 は,去 る9月29日 か ら10月

3日 ま で,5日 間 に わ た り仏 国Ac-et-Senan村 で 開 催

され た もの で あ る。

第3次 海 外情 報処理 実 態調査 団 を派遣

米国,西 独,仏 国の情報処理および情報処理産業の実

態を視察するため,10月18日 から30日間の日程で,第3

次海外情報処理実態調査団を派遣 した。
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最 近 の 報 告 書 発 行 ご 案 内

米 国 お よび欧 州 に お け る情 報処 理 の実 態

海 外 に お け る情 報 産 業の動 向

デ ー タ コー ド標 準 化 体 系 調 査報 告 川

技 術 情 報 の機 械 検 索 に つ い て0)現 状

特 許 情 報管 理 に 関 す る調 査i

ソフ トウ エ アの 体 系 付 け と内 外 アプ リケ ー シ 、ン

プWグ ラ ム登 録 制度 の 現状 と今 後 の 課 題

産 業 にお け る情 報 化 の 進 展 とそ の 問 題点

CAI技 術 の 動 向

フ ァク トリ トリー ノこル に 関 －hる玉里、諭n勺}ζ察

特 許 情 報 機{戒検索 シス テ ム の開 発研 究

中 堅 企 業 のMIS構 造

図形 表示 用 プ ロ グ ラム の基 礎 研究

中堅 機 械 工 業 に お け る生 産 管 理 シ ス テ ム ・モ デル

統 計解 析 用 予測 モ デルJUMPS

遠 隔情 報 処 理 シ ス テ ムの 研 究 開 発

繊 維 業 に お け る ア プ リケ ー シ コン ・シス テ ノ、
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賛 助 会 員
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1,300
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900

700

2,000

1,100

900

1,100

1,100

1,400
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当 財 団 の 活 動 等 に つ い て の 問 合 先

当財団の活動 について詳 しくお知 りにな りたい場合は,下 記 あてご連絡 くだ さい。

当財団全般 については

報告書等各種出版物の入手 については

当財団の事業内容については

各種調査の内容については

情 報処理 シンポジウムの内容については

情報処理に関す る各種標準化については

システムの調査研究 については

情報処理技術者の養成については

情報処理に関するコンサルテ ィングについては 開発本部管理課(内 線527)

シラテムおよびプ ログ ラムの研究開発については…開発本部システム課または開発課(内 線215)

総務部庶務課(内 線470)

総務部庶務課(内 線470)

総務部企画課(内 線477)

総務部調査課(内 線538)

総務部調査課(内 線538)

技術部技術課(内 線536)

技術部研究課(内 線478)

技術部教育課(内 線475)
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電 話 東京(03)434-8211(大 代表)
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